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研究成果発表会が開催される

清野 豁企画調整部長

平成14年4月23日、農業環境技術研究所研究

成果発表会がつくば国際会議場エポカルで開催

された。これは、当研究所が独立行政法人化し

て１周年を迎えたことを契機に、初めて所外で

開催したものである。参加者は、民間企業、大

学、県、他法人など所外から133名、所内から

113名、計246名であった。

発表会は、理事長の挨拶に続いて、産業技術

総合研究所の中西準子化学物質リスク管理セン

ター長から「環境リスクマネージメント」とい

うテーマで特別講演をいただいた。その後、農

環研の八木温室効果ガスチーム長から「農耕地

から発生する温室効果ガスの発生量と制御技

術 、谷山食料生産予測チーム長から「地球温」

暖化に伴う食糧生産変動予測 、松尾組換え体」

チーム長から「遺伝子組換え作物の環境への影

響評価 桑原ダイオキシン評価研究官から 農」、 「

業環境に残留するダイオキシンの現状」に関す

る最近の研究成果が報告された。

最後に三田村理事の司会で総合討論が行わ

れ、温室効果ガス発生に対する農業生産活動の

寄与、組換え体作物の安全性評価、過去に使用

した農薬中のダイオキシン物質の有無などに関

する質疑が行われた。また、農業環境研究に対

する姿勢や将来の研究方向についての意見が交

わされた。

参加者にアンケートを依頼したところ、約100

、 。 、人からの感想 意見が寄せられた 全体的には

成果発表会について「よかった 「トピック」、

が適切 「わかりやすかった」など、好意的」、

な意見が多かった。一方では 「もっと詳細な、

報告・討論を期待した 「専門用語が多すぎ」、

る 「行政や生産者をかばうような態度は必」、

要ない」などの意見もあった。また 「来年も、

期待する 「他の分野の成果も聞きたい」と」、

の意見もあり、農環研への期待が大きいことを

伺わせた。

つくば国際会議場エポカルでの研究成果報告

「農環研友の会」が発足

清 野 豁企画調整部長

「農環研友の会」は、農業環境技術研究所の

研究を外から支援していただき、あわせて研究

所からさまざま情報を提供していくことを目的

に設立された。

、4月23日に開催された研究成果発表会終了後

（ ） 、77名 所外32名 が参加して懇親会が開催され

その中で「農環研友の会」が発足した。会長に

坂井健吉元農環研所長、副会長に児玉進前総務

部長と村井敏信元企画連絡室長が就任された。

当日 「農環研友の会」に入会手続きをとられ、

た方は41名（ 22名、所外19名）であった。OB

「農環研友の会」会員には、農環研ニュース

。 、を定期的にお送りすることになっている また

さまざまな機会をとらえて、研究所へのご意見

を頂きたいと考えている。今後の「農環研友の

会」の活躍を期待したい。

「農環研友の会」発足式、会長挨拶


